
地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

今後の方向性
基本方針１　再生可能エネルギーの利用の促進

再生可能エネルギーの利用の促進
再生可能エネルギー利用の検討

高齢者福祉課 なし なし 当該施設の指定管理者等と協
議し、設置可否の検討を進め
る。

なし 未定 未定 未定 未定 未定

健康課 実績なし 瀬戸市福祉保健センターは築
30年を超えており、施設（駐
車場を含む）を安全に利用い
ただくための修繕を順次実施
しており、再生可能エネル
ギー設備の設置が現状困難で
ある。

行政課 実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定
教育政策課 実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定
高齢者福祉課 なし なし 現時点で太陽光発電設備を設

置した公共施設を所管してい
ないため、設置を検討する場
合は、併せて検討を行う。

なし 未定 未定 未定 未定 未定

健康課 実績なし 瀬戸市福祉保健センター及び
瀬戸旭休日急病診療所に太陽
光発電設備はない。

行政課 実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

教育政策課 実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

再生可能エネルギー由来の電力メ
ニューの契約を検討します。

52

行政課 本庁舎の高圧電力の供給につ
いて入札を行いＧＲＥＥ１０
（グリーンエネルギー比率１
０％）となった。

令和６年度に高圧電力の供給
について入札を行い、再生可
能エネルギー由来の電力メ
ニューとなった。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

補助制度の推進
市民向けの補助事業「住宅用地球温暖
化対策設備設置費補助金」を継続的に
実施します。

52

環境課（環境
保全係）

住宅用地球温暖化対策設備設
置費補助金の実施（64件）

令和5年度から補助の対象を
太陽光パネルから蓄電池、断
熱窓などにし、時代に合わせ
た内容とした。
また、断熱窓という比較的安
価で取り組みやすいものを補
助の対象とし、幅広い市民に
申請してもらえるようにし
た。

補助金の申請状況、社会情勢
やニーズを把握し、毎年、補
助対象が妥当であるか、ニー
ズに合ったものを補助の対象
としていく。

・住宅用地球温暖化対策
設備設置費補助金の実施

・住宅用地球温暖化対策
設備設置費補助金の実施

・住宅用地球温暖化対策
設備設置費補助金の実施

・住宅用地球温暖化対策
設備設置費補助金の実施

・住宅用地球温暖化対策
設備設置費補助金の実施

・住宅用地球温暖化対策
設備設置費補助金の実施

・住宅用地球温暖化対策設備設置
費補助金の実施

事業者向けの新規補助金の導入を検討
します。

52
商工観光課 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

普及啓発活動
再生可能エネルギーを活用した機器
（太陽光発電設備・ＨＥＭＳ・定置用
リチウムイオン蓄電池・家庭用燃料電
池など）の利用に関する普及啓発や、
設置に関する国や県の補助金制度など
の情報を提供します。

52

環境課（環境
保全係）

特定の事業者や市民に対して
情報提供を行った。

情報提供の範囲が特定の事業
者や市民に限られたもので
あった。

広報・ＳＮＳ等を通じ、より
多くの市民へ情報提供をした
い。

未定 未定 未定 未定 未定 未定

家庭での再生可能エネルギーの利用を
促進するために、再エネ電力メニュー
への切り替えに関する情報提供を行い
ます。

52

環境課（環境
保全係）

特定の事業者や市民に対して
情報提供を行った。

情報提供の範囲が特定の事業
者や市民に限られたもので
あった。

広報・ＳＮＳ等を通じ、より
多くの市民へ情報提供をした
い。

未定 未定 未定 未定 未定 未定

新たな再生可能エネルギーの検討
新たな再生可能エネルギーの導入に向
けた学術・研究機関や事業者との連
携・協働体制を構築します。

52
環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

再生可能エネルギーを活用した新たな
仕組み・設備などに関する共同研究・
開発などを支援します。

52
環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

その他
再生可能エネルギーなどを地域で活用
（地産地消）するために、事業者と連
携した地域新電力会社の設立を検討し
ます。

52

環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

再生可能エネルギーの活用や省エネル
ギーの取組に関する相談窓口を案内し
ます。

52

環境課（環境
保全係）

中小企業等の脱炭素経営を支
援することを目的とした「あ
いち脱炭素経営支援プラット
フォーム」へ参加することで
得た情報を、商工観光課と連
携し中小事業者に案内した。

定期的に中小事業者へ案内す
ることはできたが、市民向け
に案内することはなかった。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

基本方針2　省エネルギー対策の推進
省エネルギー住宅・建築物の普及

公共施設のＺＥＢ化の推進
高齢者福祉課 なし なし 新築の予定なし なし なし なし なし なし なし

健康課 実績なし 瀬戸市福祉保健センター及び
瀬戸旭休日急病診療所は新築
の予定なし。

行政課 実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

教育政策課 実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

ＺＥＨ・ＺＥＢの普及促進
ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス
（ZEH）化の普及を目的とした、市民
向けの補助事業の導入を検討します。 54

環境課（環境
保全係）

ZEH住宅において重要な窓の
高断熱化を推進するため、
「断熱窓」の補助事業を実
施。
2024年度は12件交付。

2024年度は環境省実施の「先
進的窓リノベ事業」の影響も
あり、「断熱窓」の補助件数
が伸びた。

ZEH定義の見直しに伴い、補
助事業への注目が高まってい
る。引き続き社会情勢に注目
し、「断熱窓」以外の補助事
業の導入も検討したい。

「断熱窓」の補助事業を
継続する。

「断熱窓」の補助事業を
継続する。

「断熱窓」の補助事業を
継続する。

「断熱窓」の補助事業を
継続する。

「断熱窓」の補助事業を
継続する。

「断熱窓」の補助事業を
継続する。

ネット・ゼロ・エネルギー・ビル
（ZEB）化や改修による省エネ性能の
向上を促すための広報・普及啓発を行
います。

54

環境課（環境
保全係）

省エネ性能を向上する手段と
して「断熱窓」が有効である
こと及び「断熱窓」の補助事
業を実施していることを広報
した。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

日常生活、事業活動における削減活動の推進
市の事業における削減活動の推進

「第4次エコオフィスプランせと（瀬
戸市地球温暖化防止実行計画）」に基
づき、市における全庁的な環境配慮行
動を推進します。 56

環境課（環境
保全係）

市が実施する事務及び事業に
関して、毎月関係部署に対し
て省エネルギー ・省資源等
の取組を呼びかけた。

関係部署への呼びかけを積極
的に行ったが、各取組みが適
切に行われたかどうかの点
検・確認までは実施できてい
ない。

効果的に省エネルギー行動等
を推進するため、PCDAサイク
ルを基本として推進する。

市の取組みにより生じた
温室効果ガス排出削減量
等のＪクレジット化を検
討する。環境価値の創
出・流通に着手すること
で地域脱炭素の推進を図
りたい。

未定 未定 未定 未定 未定

具体的な予定事業
2025年度

具体的な予定事業
2026年度

具体的な予定事業
2027年度

今後、新築する公共施設は、原則ＺＥ
ＢOriented（ゼブ　オリエンテッド）
相当以上を目指します。

太陽光発電設備を設置した公共施設に
おいて、余剰電力の更なる有効利用及
び災害時に備えた非常用電源確保蓄電
池の設置を検討します。

公共施設のうち、設置可能な建築物
（敷地を含む）に太陽光発電設備、電
気自動車等充給電設備（V2H）などの
設置を検討します。

52

基本目標
施策の方向性

施策
2024取組実績

施策の内容
掲載
ペー
ジ

担当課 取組の総括
（成果・課題等）

具体的な予定事業
2028年度

具体的な予定事業
2029年度

具体的な予定事業
2030年度

計画期間終了（2030年度）
までの方向性

中間改定に向けた検討

52

54
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都市計画課 実績なし 車両更新の時期に合わせ委託
先の運行事業者と検討した

導入費用がネックとなり導入
は見送ったが、今後費用が下
がれば検討の余地はある

導入費用の確認 導入費用の確認 導入費用の確認 車両更新予定 未定 未定

財政課 実績なし 　2023年度に市内事業者から
寄贈されたＥＶ充電器と寄附
金を活用し購入したＥＶ自動
車によりＥＶ公用車の運用を
開始した。
　公用車の買替においては、
次世代自動車の導入を検討す
る。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

日常生活における削減活動の推進
健康課 実績なし 瀬戸市福祉保健センターは築

30年を超えており、施設（駐
車場を含む）を安全に利用い
ただくための修繕を順次実施
しており、EV充電インフラの
整備が追い付いていない。

高齢者福祉課 なし なし 当該施設の指定管理者等と協
議し、設置可否の検討を進め
る。

なし 未定 未定 未定 未定 未定

行政課 実績なし 令和４年度及び５年度に、本
庁舎にＥＶ充電機を設置し充
電インフラの整備を推進し
た。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

教育政策課 実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

暮らしの省エネルギー化を促すため、
家庭での省エネ家電への買い替え、照
明のＬＥＤ化などの事例を広報などで
情報提供をします。

56

環境課（環境
保全係）

「せとまちテレビ」やラジオ
サンキューを通じて、家庭で
できる省エネの取組みを紹介
した。

蛍光灯の製造と輸出入が廃止
になることに伴い、これを契
機にＬＥＤ照明に取り換える
ホームページで周知した。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

「デコ活（脱炭素につながる新しい豊
かな暮らしを創る国民運動）」や「Ｃ
ＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ運動」を推進し
ます。

56

環境課（環境
保全係）

市が実施する事務及び事業に
関して、毎月関係部署に対し
て省エネルギー ・省資源等
の取組を呼びかけた。

関係部署への呼びかけを積極
的に行ったが、各取組みが適
切に行われたかどうかの点
検・確認までは実施できてい
ない。

効果的に省エネルギー行動等
を推進するため、PCDAサイク
ルを基本として推進する。

未定 未定 未定 未定 未定 未定

事業活動における削減活動の推進
次世代自動車（電気自動車、プラグイ
ンハイブリット自動車など）の導入に
関する、県の補助金制度などの情報を
提供します。

56

課（環境保全
係）

特定の事業者や市民に対して
情報提供を行った。

情報提供の範囲が特定の事業
者や市民に限られたもので
あった。

広報・ＳＮＳ等を通じ、より
多くの市民へ情報提供をした
い。

未定 未定 未定 未定 未定 未定

中小事業者を対象に、省エネルギー診
断の受診を支援します。

56
商工観光課 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

中小事業者を対象に、高効率空調、高
効率照明などの導入支援を検討しま
す。 56

商工観光課 省エネルギー診断に基づく省
エネルギー設備等の導入を促
進するため、瀬戸市省エネ促
進事業補助金を実施。
2024年度は9件交付。

省エネルギー診断の受診促進
につながったとともに、省エ
ネルギー設備の導入が図られ
た。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

パートナーシップ型組織と連携し、環
境ビジネスに特化したセミナーなどの
開催にむけた体制、仕組みづくりを行
います。 56

環境課（環境
保全係）

企業や市民も参加している
パートナーシップ協働体「サ
ステナブルせと」を通じ、各
団体が実施した活動の報告や
各団体が抱える環境問題の情
報を交換した。

パートナーシップ協働体と連
携し、環境問題等について情
報を共有することができた。

パートナーシップ協働体内で
活動報告や情報交換をするだ
けでなく、セミナーなどの開
催にむけた体制、仕組みづく
りを行いたい。

未定 未定 未定 未定 未定 未定

環境課（環境
保全係）

中小企業等の脱炭素経営を支
援することを目的とした「あ
いち脱炭素経営支援プラット
フォーム」へ参加することで
得た情報を、商工観光課と連
携し中小事業者に展開した。

市主催のセミナーを実施する
ことはできなかったが、定期
的に県や民間企業が実施する
セミナーの情報を提供するこ
とができた。

市が主催するセミナーにこだ
わらず、セミナーの情報につ
いては、積極的に情報提供を
行う。

未定 未定 未定 未定 未定 未定

商工観光課 中小企業関連施策説明会を実
施し、中部経済産業局から省
エネ投資等に対する支援の説
明を行った。

経済産業省が実施する省エネ
設備等への投資に対する支援
策の情報を提供することがで
きた。

中小企業関連施策説明会にお
いて、経済産業省が実施する
最新の省エネ設備等への投資
に対する支援策の情報提供を
行う。

継続 継続 継続 継続 継続 継続

基本方針3　脱炭素社会を実現する環境整備の推進
脱炭素社会を実現する環境整備の推進

効率的なまちづくりの推進
一定区域内の人口密度を維持するとと
もに、医療・福祉施設、商業施設や住
居等がまとまって立地し、住民が公共
交通により医療・福祉施設や商業施設
等にアクセスできるなど、日常生活に
必要なサービスが住まい等の身近に存
在する「多極ネットワーク型コンパク
ト構造」を目指します。

59

都市計画課 立地適正化計画による届出
制の運用を行った

立地適正化計画の策定を行
い、居住機能や都市機能を誘
導する区域を定めるととも
に、届出制の運用や誘導施策
の展開を行った

引き続き立地適正化計画に基
づき、居住機能や都市機能の
誘導を図る

立地適正化計画に基づく
届出制を引き続き実施す
る

立地適正化計画に基づく
届出制を引き続き実施す
る

立地適正化計画に基づく
届出制を引き続き実施す
る

立地適正化計画に基づく
届出制を引き続き実施す
る

立地適正化計画に基づく
届出制を引き続き実施す
る

立地適正化計画に基づく
届出制を引き続き実施す
る

公共交通機関利用の促進
鉄道事業者と連携して、必要な輸送
サービスレベルの確保に向けた検討を
進めます。

59
都市計画課 鉄道事業者と連携し、必要な

輸送サービスを提供した
鉄道事業者と密に連絡を取
り、都市構造を支える鉄道の
確保を行うことができた

引継ぎサービス確保に努める 鉄道運行の継続に努める 鉄道運行の継続に努める 鉄道運行の継続に努める 鉄道運行の継続に努める 鉄道運行の継続に努める 鉄道運行の継続に努める

広域基幹交通、基幹交通、生活交通が
一体となり、「多極ネットワーク型コ
ンパクト構造」を支える公共交通ネッ
トワークを構築します。

59

都市計画課 鉄道、バスの運行維持を行
い、都市構造や生活を支え
る公共交通ネットワークの
確保を行なった

運行事業者と連携をとり、必
要なネットワークの確保を行
うことができた

引継ぎネットワークの確保に
努める

各種交通サービスの運行
維持

各種交通サービスの運行
維持

各種交通サービスの運行
維持

各種交通サービスの運行
維持

各種交通サービスの運行
維持

各種交通サービスの運行
維持

居住誘導区域をはじめ、拠点周辺や郊
外部の地域特性に応じた適切な運行形
態・運行頻度等について検討を行い、
効率的・効果的に各拠点や都市機能増
進施設等へ移動できる市民の生活交通
を確保します。

59

都市計画課 効率的・効果的な地域拠点
間移動のため品野地域など
でデマンド交通の実証実験
を行った

品野や本地をはじめ、各種の
実証実験を行い、利用者に
とって利便性を高める生活交
通を確保することができた

引継ぎ生活交通を確保するた
め交通施策の検討を行う

引き続き各種実証実験の
実施

引き続き各種実証実験の
実施

未定 未定 未定 未定

森林の保全・利用及び緑化推進
森林の保全・利用の推進

高齢者福祉課 なし なし 現時点では整備の予定はない
が、今後必要となった場合は
木質化を検討する。

なし なし なし

健康課 実績なし 瀬戸市福祉保健センター及び
瀬戸旭休日急病診療所は新
築・改築の予定がない。

行政課 実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

教育政策課 長寿命化改良工事と併せ
て、内装や家具の木質化を
図った。

長寿命化改良工事と併せて、
内装や家具の木質化を図っ
た。

内装や家具等の木質化を図り
ます。

未定 未定 未定 未定 未定 未定

適切な造林・間伐など里山環境の維持
管理を推進します。 60

農林課 瀬戸市森林整備計画に基づ
き、伐採届等により森林を
保全

引き続き取組を維持していく 引き続き取組を維持していく 引き続き取組を維持して
いく

引き続き取組を維持して
いく

引き続き取組を維持して
いく

引き続き取組を維持して
いく

引き続き取組を維持して
いく

引き続き取組を維持して
いく

伐採木などの資源活用を検討します。
60

農林課 実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

緑化の推進

公用車やコミュニティバスへの次世代
自動車の率先導入を検討します。

「瀬戸市建築物等における木材の利用
の促進に関する方針」に基づき、瀬戸
市が整備する公共建築物は、原則とし
て木質化を図っていきます。

次世代自動車（電気自動車、プラグイ
ンハイブリット自動車など）のため、
公共施設にEV充電インフラの整備を推
進します。

56

60

56

56

中小事業者を対象に、省エネルギー対
策を紹介するセミナーを実施します。



地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

今後の方向性
具体的な予定事業

2025年度
具体的な予定事業

2026年度
具体的な予定事業

2027年度

基本目標
施策の方向性

施策
2024取組実績

施策の内容
掲載
ペー
ジ

担当課 取組の総括
（成果・課題等）

具体的な予定事業
2028年度

具体的な予定事業
2029年度

具体的な予定事業
2030年度

計画期間終了（2030年度）
までの方向性

中間改定に向けた検討

資料3-3

公園・緑地や公共施設などの緑化を
図っていきます。

60

建設課 緑化推進奨励補助金の活用実
績が、18件あった。

街路や公園等の緑化の創出が
図れた。

民有地緑化を推進するため
に、より多くの市民の方に緑
化に興味を持っていただき、
実践する機会を提供してい
く。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①緑の街並み推進事業
②たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
③ガーデニング講習会
を実施。①については継
続、②③は新規事業。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。
緑の街並み推進事業は
2025年度をもって終了。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

緑の街並み推進事業などにより、民有
地緑化を促進します。

60

建設課 都市緑化推進事業補助金の活
用実績が、3件あった。

花のまちづくり事業で商店街
など民有地の緑化により街並
み環境の保全、創出をするこ
とができた。
緑の街並み推進事業につい
て、個人等の限定的な効果に
留まる面があった。
また、民有地緑化助成事業、
花のまちづくり事業について
は、財源である瀬戸市緑化推
進基金の枯渇が見込まれたた
め令和6年度をもって廃止と
なった。

民有地緑化を推進するため
に、より多くの市民の方に緑
化に興味を持っていただき、
実践する機会を提供してい
く。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①緑の街並み推進事業
②たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
③ガーデニング講習会
を実施。①については継
続、②③は新規事業。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。
緑の街並み推進事業は
2025年度をもって終了。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

建設課 アニマルふれあい体験を一部
の自治会で開催し、アニマル
除草隊を通し、環境学習の場
とすることができた。

ヤギが除草作業を担うこと
が、環境にとって配慮した
取り組みとなっていること
が市民に説明できた。

アニマル除草による、環境
や人に優しい取り組みを継
続していく。

アニマル除草による、
環境や人に優しい取り
組みを継続していく。

アニマル除草による、
環境や人に優しい取り
組みを継続していく。

アニマル除草による、
環境や人に優しい取り
組みを継続していく。

アニマル除草による、
環境や人に優しい取り
組みを継続していく。

アニマル除草による、
環境や人に優しい取り
組みを継続していく。

アニマル除草による、
環境や人に優しい取り
組みを継続していく。

緑化推進と地球温暖化のかかわ
りを、市民に分かりやすく広報

していく。

教育政策課 実績なし 一部の小学校ではｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷを
作成したり、竹でおもちゃを
作ったりと木材を環境教育に
取り入れている。

学校林等を環境学習の場とし
て活用を図ります。

未定 未定 未定 未定 未定 未定

農林課 瀬戸市森林整備計画に基づ
き、伐採届等により森林を保
全

引き続き取組を維持していく 引き続き取組を維持していく 引き続き取組を維持して
いく

引き続き取組を維持して
いく

引き続き取組を維持して
いく

引き続き取組を維持して
いく

引き続き取組を維持して
いく

引き続き取組を維持して
いく

建設課 緑化推進奨励補助金の活用実
績が、18件あった。

基金が枯渇するため、持続
不可能な事業となったこと
が課題である。

民有地緑化を推進するため
に、より多くの市民の方に緑
化に興味を持っていただき、
実践する機会を提供してい
く。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①緑の街並み推進事業
②たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
③ガーデニング講習会
を実施。①については継
続、②③は新規事業。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。
緑の街並み推進事業は
2025年度をもって終了。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

都市緑化推進事業補助金
を活用した
①たねダンゴ体験講習会
（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

基本方針4　資源循環型まちづくりの推進
ごみの発生抑制

ごみを出さない行動の促進
「ごみを出さない消費行動」の考え方
の普及・啓発をします。

61

環境課（ごみ
減量係）

広報等でごみ減量の取組やご
み量を継続的にお知らせする
ことで「ごみを出さない消費
行動」の考え方を普及・啓発
した。

継続的な情報発信により、ご
みの減量が促進することがで
きた。

広報等で継続的3R情報を発信
し、「ごみを出さない消費行
動」を促していく。

媒体における3Rの啓発を
通じて、「ごみを出さな
い消費行動」を普及・啓
発していく。

媒体における3Rの啓発を
通じて、「ごみを出さな
い消費行動」を普及・啓
発していく。

媒体における3Rの啓発を
通じて、「ごみを出さな
い消費行動」を普及・啓
発していく。

媒体における3Rの啓発を
通じて、「ごみを出さな
い消費行動」を普及・啓
発していく。

媒体における3Rの啓発を
通じて、「ごみを出さな
い消費行動」を普及・啓
発していく。

媒体における3Rの啓発を
通じて、「ごみを出さな
い消費行動」を普及・啓
発していく。

簡易包装商品の選択やマイバッグの持
参の啓発、レジ袋削減の取組を推進し
ます。

61
環境課（ごみ
減量係）

実績なし 小売事業者との連携が不十分
であり、具体的な取組として
実施できなかった。

小売事業者と連携し、取組を
推進していく。

3Rの啓発を通じて、簡易
包装の促進やマイバック
持参を促す。

3Rの啓発を通じて、簡易
包装の促進やマイバック
持参を促す。

3Rの啓発を通じて、簡易
包装の促進やマイバック
持参を促す。

3Rの啓発を通じて、簡易
包装の促進やマイバック
持参を促す。

3Rの啓発を通じて、簡易
包装の促進やマイバック
持参を促す。

3Rの啓発を通じて、簡易
包装の促進やマイバック
持参を促す。

長期利用の推進
長期利用に関する情報提供・啓発を
し、「もったいない」意識を高めま
す。 61

環境課（ごみ
減量係）

官民連携協定に基づき㈱バ
ローによるフードポストの設
置、㈱マーケットリサーチ社
が行う「おいくら」の啓発を
行った。

官民連携による「もったいな
い」意識の向上を図った。

様々な3Rの啓発を通じて、
「もったいない」意識の向上
を図っていく。

媒体を通じた継続的な情
報発信を行っていく。

媒体を通じた継続的な情
報発信を行っていく。

媒体を通じた継続的な情
報発信を行っていく。

媒体を通じた継続的な情
報発信を行っていく。

媒体を通じた継続的な情
報発信を行っていく。

媒体を通じた継続的な情
報発信を行っていく。

食品ロス・生ごみ削減の促進
生ごみ減量に取り組む家庭への支援施
策を継続します。

61

環境課（ごみ
減量係）

瀬戸市ごみ減量化容器等購入
補助金を96件1,497,600円交
付した。

補助金を通じて、継続的な支
援を実施することができた。

補助金を通じた支援を実施す
るとともに、生ごみ減量によ
る効果の啓発を合わせて行
う。

引き続き補助金の交付に
よる支援を実施する。

引き続き補助金の交付に
よる支援を実施する。

引き続き補助金の交付に
よる支援を実施する。

引き続き補助金の交付に
よる支援を実施する。

引き続き補助金の交付に
よる支援を実施する。

引き続き補助金の交付に
よる支援を実施する。

3キリ（食べキリ・水キリ・使いキ
リ）運動や30（さんまる）・10（いち
まる）運動を推進します。

61

環境課（ごみ
減量係）

ポスターによる啓発を実施し
た。

継続的な啓発を行うことがで
きた。

継続的な啓発を行っていく。 媒体を通じた継続的な情
報発信を行っていく。

媒体を通じた継続的な情
報発信を行っていく。

媒体を通じた継続的な情
報発信を行っていく。

媒体を通じた継続的な情
報発信を行っていく。

媒体を通じた継続的な情
報発信を行っていく。

媒体を通じた継続的な情
報発信を行っていく。

媒体を通じた継続的な情報発信を
行っていく。

食材を無駄なく使う方法などを紹介す
るエコ・クッキング教室などを開催し
ます。 61

環境課（環境
保全係）

エコ・クッキング教室の開催 食品ロス、生ごみの肥料化、
３Ｒについての講義を行っ
た。もう少し多くの人に参加
してもらえるよう工夫が必要
である。

講座への満足度は高いため、
広報の仕方等を工夫しながら
事業を継続していく。

継続 継続 継続 継続 継続 継続

フードバンクやフードドライブなどの
活動の紹介やイベント等を実施しま
す。 61

環境課（ごみ
減量係）

㈱バローと協定を結び、市の
施設やバロー店舗にフードポ
ストを設置し、NPO法人を通
して収集物のフードドライブ
を行った。

官民連携によるフードポスト
の設置によるフードドライブ
を促進を行った。

さらなるフードポスト設置を
目指すとともに、フードドラ
イブの取組の啓発を行ってい
く。

NPO法人と協働し、フー
ドドライブの取組結果を
啓発していく。

未定 未定 未定 未定 未定

再使用（リユース）の促進
民間リユースショップや不用品を引き
取ってもらえるホームセンターの紹介
等、情報提供や普及啓発に取り組みま
す。

61

環境課（ごみ
減量係）

官民連携協定に基づき㈱マー
ケットリサーチ社が行う「お
いくら」を市のホームページ
で啓発することによって、リ
ユースの取組を推進した。

マーケットリサーチ社との官
民連携により不用品に関し5
件13品をつなぐことができ
た。

更なる官民連携を模索し、リ
ユースの促進を行っていく。

新たに民間事業者１者と
の連携を模索していく。

民間事業者によるリユー
ススポット等の設置に向
けた調整を行っていく。

未定 未定 未定 未定

リユースに関するイベントの情報提
供・開催をします。

61

環境課（ごみ
減量係）

実績なし 実績なし リユースに関するイベントに
ついて調査し、情報提供を行
い、また、必要に応じてイベ
ント開催を検討していく。

県が実施するSDGs子ど
も・ユースフェアを通じ
てリユースの取組の啓発
を行う。

未定 未定 未定 未定 未定

リサイクルの推進
資源物分別ルールの徹底

媒体を最大限に活用した啓発資料の充
実を図ります（紙媒体・web媒体・マ
スメディア・対面形式など）。 63

環境課（ごみ
減量係）

広報せとやホームページ、ご
み分別アプリ「さんあ～る」
等によるごみ分別の啓発を
行った。

媒体を通じた効果的な啓発を
行うことができた。

媒体を通じた継続的な情報発
信を行うとともに、啓発資料
を積極的に展開し、市民が活
用できるようにする。

毎年発行する「清掃事業
の概要」に新たに「ごみ
の行方」ページを追加し
て、分別した先がわかる
ような仕組をつくる。

未定 未定 未定 未定 未定

転入者・外国人等に対して、機会や対
象を適切に捉えた情報提供をします。

63

環境課（ごみ
減量係）

ごみ分別辞書の6か国語対応
版（日本語・中国語・英語・
ポルトガル語・スペイン語・
ベトナム語）を作成し啓発を
行った。

ごみ分別辞書の6か国語対応
版（日本語・中国語・英語・
ポルトガル語・スペイン語・
ベトナム語）を作成し啓発を
行った。

ごみ分別辞書やWEB等を通じ
た啓発を継続的に実施してい
く。

ごみ分別辞書（6か国語
対応版）を外国人転入の
際、市民課で配布する外
国人セットに封入し、渡
す。

未定 未定 未定 未定 未定

パトロールの実施やごみ出しルールを
知らない・守らない排出者への直接指
導により、違反ごみ対策を実施しま
す。

63

環境課（ごみ
減量係）

不法投棄の疑いが通報を受け
た際は、維持管理課等の他課
組織と連携して、迅速に現地
確認や早朝パトロールを行っ
た。

定期的なパトロールの実施や
地域と連携して啓発看板の設
置等を行うことができた。

引き続き監視やパトロールを
行うとともに、地域と連携し
て看板の設置等を進めてい
く。

監視やパトロールを行う
とともに、地域と連携し
て看板の設置等を進めて
いく。

未定 未定 未定 未定 未定

森林の保全や緑化活動などへの支援に
努めます。

緑地、里山などは環境学習・環境教育
の場としての活用を図ります。

60
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資源回収機会の活用
事業所と連携した資源回収の普及促進
を図ります。

63

環境課（ごみ
減量係）

㈱バローと協定を結び、その
一つの取組として、資源回収
の普及促進をしていくことし
た。

官民連携による取組実施に向
けた基盤をつくることができ
た。

官民連携による資源回収の仕
組みをつくるなどして、普及
促進をしていきます。

㈱バローとの協定に基づ
き、資源回収の仕組を構
築します。

未定 未定 未定 未定 未定

資源回収に対しての奨励金制度を検
証・点検し、効果的に実施します。

63

環境課（ごみ
減量係）

子ども会等を中心とした非営
利組織97団体へ、3,619,800
円の奨励金を交付した。

奨励金の交付により資源回収
を促進することができた。

奨励金制度をさらに効果的に
展開するために、広報啓発を
実施し、効果的に実施できる
ようにしていく。

2024年度に引き続き奨励
金を交付予定。

制度設計の点検を行い、
更に効果的に実施できる
ような見直しを検討し、
奨励金交付を予定してい
る。

見直し後制度設計による
奨励金交付を予定してい
る。

見直し後制度設計による
奨励金交付を予定してい
る。

見直し後制度設計による
奨励金交付を予定してい
る。

見直し後制度設計による
奨励金交付を予定してい
る。

既存の資源回収拠点（資源リサイクル
センターなど）への持込可能品目の拡
大を検討します。 63

環境課（ごみ
減量係）

市内に設置した臨時資源回収
拠点において、市内の既設資
源回収拠点では回収できない
品目の回収を行った。

資源リサイクルセンターで概
ね持込可能な資源物を臨時資
源回収拠点において回収でき
る体制を構築した。

既存資源回収拠点でさらに効
果的、効率的な資源回収を行
えるよう、官民連携も含めた
多角的な検証を行い、持込可
能品目の拡大をしていく。

臨時資源回収拠点におい
て、資源リサイクルセン
ターで回収可能な資源物
をすべて回収できるよう
にする。

既存資源回収拠点での効
果的、効率的な資源回収
を行うため、民間事業者
との情報交換を行う。

民間事業者との情報交換
により、さらに持込可能
な資源物を拡大してい
く。

未定 未定 未定

新たな資源回収拠点の新設を検討しま
す。

63

環境課（ごみ
減量係）

剪定草、枝の回収を行うとと
もに、市内に臨時の資源回収
拠点6カ所を設置して、資源
回収を促進した。

臨時資源回収拠点の設置によ
り、資源循環を促進するとと
のもに、市民の利便性向上を
図った。

資源回収拠点について利便性
の高い仕組を構築していく。

効果的、効率的な資源回
収ができるよう新たな資
源回収拠点設置の検討を
行う。

未定 未定 未定 未定 未定

資源回収品目拡充に向けた検討
リサイクル技術の進歩や生活スタイル
の変化に合わせて、現行の資源回収体
制を見直します。

63

環境課（ごみ
減量係）

市内に臨時の資源回収拠点6
カ所を設置して、資源回収を
促進した。

臨時資源回収拠点の設置によ
り、資源循環を促進するとと
のもに、市民の利便性向上を
図った。

社会情勢も踏まえ、新たに分
別する資源等を含め資源回収
体制の見直しを行う。

効果的、効率的な資源回
収体制について検証を行
う。

効果的、効率的な資源回
収体制について検証を行
う。

新たな資源回収体制を確
立する。

未定 未定 未定

プラスチック資源（プラスチック製品
含む）などの分別収集を検討します。

63

環境課（ごみ
減量係）

尾張東部衛生組合及び組合市
(瀬戸市、尾張旭市、長久手
市)においてプラスチック資
源循環に向けた連携協定を締
結し、民間企業も交えた共同
研究を実施した。

事業者との共同研究を通じ
て、具体的なプラスチック資
源循環の仕組の検討を行っ
た。

プラスチック資源循環の促進
に向け、組合市、近隣市町、
事業者との密な情報交換を行
い、効果的効率的な分別収集
を構築する。

共同研究結果や国の動向
を踏まえ、プラ新法に基
づく資源循環の方策につ
いて検討を深めていく。

組合市や近隣市町との情
報交換を通じて、具体的
な分別収集の方針を定め
る。

方針に基づき、具体的な
分別収集の仕組を構築す
る。

年度内を目標に分別収集
を開始できるよう、市民
啓発を含めた調整を進め
ていく。

分別回収を実施する。 分別回収を実施する。

燃えないごみの中に含まれる資源化で
きる品目につき、資源化の方法を検討
します。 63

環境課（ごみ
減量係）

効率の良い資源化に向けて、
回収後の小型家電をさらに分
別するなどの検討を行った

資源リサイクルセンターやク
リーンセンターと連携し、資
源化に向けた検討を行うこと
ができた。

小型家電の高品位品や低品位
等の徹底した分別を行うとと
もに、さらなる資源化に向
け、都市鉱山に関する啓発を
行っていく。

引き続き、不燃ごみを調
査し、手選別による小型
家電を分別を行う。

未定 未定 未定 未定 未定


